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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

 平成 22 年 3 月 9 日に公表いたしました平成 22 年 9 月期第２四半期累計期間（平成 21 年 10 月１日

～平成 22 年 3 月 31 日）および通期（平成 21 年 10 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日）の業績予想を下記

のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 

記  
 
 
１．連結業績予想の修正 
 
 （１）第２四半期連結累計期間（平成 21 年 10 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 

  （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 10,300 150 100 200 1,764円10銭 

今回修正予想（Ｂ） 10,615 259 200 315 2,784円20銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 315 109 100 115 － 

増 減 率（％） 3.1% 72.7% 100.0% 57.5% － 

（ご参考） 
前 期 実 績 

（平成 21 年 9 月期）
5,745 △1,574 △1,695 △1,793 

△15,816円 
69銭 

 

 

 （２）通期（平成 21 年 10 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日） 
   （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 21,000 250 150 150 1,323円08銭 

今回修正予想（Ｂ） 21,300 350 250 260 2,293円34銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 300 100 100 110 － 

増 減 率（％） 1.4% 40.0% 66.7% 73.3% － 

（ご参考） 
前 期 実 績 

（平成 21 年 9 月期）
18,682 △675 △872 △2,011 

△17,738円 
78銭 

 



 

２．個別業績予想の修正 

 
 （１）第２四半期累計期間（平成 21 年 10 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 9,500 280 250 350 3,087円18銭 

今回修正予想（Ｂ） 9,784 358 319 403 3,559円17銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 284 79 69 54 － 

増 減 率（％） 3.0% 28.2% 27.6% 15.4% － 

 

 
 （２）通期（平成 21 年 10 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 19,200 250 200 250 2,205円13銭 

今回修正予想（Ｂ） 19,500 320 260  300 2,646円16銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 300 70 60 50 － 

増 減 率（％） 1.6% 28.0% 30.0% 20.0% － 

（ご参考） 
前 期 実 績 

（平成 21 年 9 月期） 
17,254 △451 △493 △1,765 

△15,567円 
36銭 

 

 

３．修正理由 

 

  当社グループでは、第 10 世代用フォトマスクの売上げが昨年 12 月で立ち上げ需要が一巡したこ

とに加え、第２四半期以降、主要顧客の年度末調整等の影響から大型フォトマスクの受注が大きく

減少いたしました。加えて第８世代以下のフォトマスクについても、パネルメーカー各社が生産フ

ル稼働状態を継続したことにより、通常、稼働率が落ちる時期に需要が高まる開発用ならびに新設

ライン用のフォトマスクの需要は当初想定より減少し、量産用のフォトマスクにおいても同業他社

との競争激化により価格下落が継続したことなどから、平成 22 年 3 月 9日に業績予想の修正を行い

ました。 

  その後、グループ全体で精力的に営業活動を展開したことなどにより、売上げが計画より若干上

振れ、コスト低減活動にも継続して取り組んだことにより収益性が改善、加えて 3月 4日に台湾（高

雄）で発生した地震による連結子会社頂正科技への影響が当初想定より軽微であったことなどから、

前回発表の第２四半期累計期間の業績予想ならびに通期の業績予想を修正いたします。 

  なお、通期業績予想の修正につきましては、液晶パネルの需給環境について依然不透明感が否め

ないため、3月 9日に業績予想の修正をさせていただきましたものに、第 2四半期累計期間での業績

上振れ分を加味した内容となっております。 

 

 また、期末配当につきましては当初発表どおり、１株当たり８００円を予定いたしております。 

 

 

以上 
 

 


